














































































































































































































































































































































































授業回数 I スケジュ ー ルと授業項目 ・ 内容

第1回 I レオロジー （1) :弾性変形と粘性流動， 非ニニ ー トン流体

2 I レオロジー （2) :粘弾性， 枯度測定

3 I注射剤（1) :注射剤の本質と進歩， 注射剤の削形

後

阻

4

5
 

6

7

8

，

 

注射剤（2) :適用方法， 等張化

注射剤（3) :製造における単位操作と機械・設備

注射剤（4):注射剤及び点眼剤用添加剤

固形製剤（1) :粉砕， 分級， 混合

固形製剤（2) :造粒， 乾燥， 製錠

固形製剤（3) : コ ー ティング， カプセ）レ充瑣

1 0 固形製剤（4) :固形製剤添加物

1 1 噴霧剤

1 2 製剤設計の進歩（1)

1 3 製剤設計の進歩（2)

1 4 品質の保証

1 5 定期試験
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臨 床 薬 剤学

配当年次

4年次

期 別

＂リ
i
月

区 分

B 群

単 位

1単位

1. 担 当 者 小木曾 太 郎
堀 了 平

2. 授業方針

3. 使用教科書

4. 参 考

5 ． 関

6. 試

書
』
•

J

科目

臨床薬剤学は患者指向の薬剤師教百とエ汀心可の実践のための学

問である。医薬品の増加， 薬窃治炭の拡大と役村化， さらに羮拗冶

樹の安全性と有効性確保のため， 患者の冶原によの叩門家てある史

剤師の参加が必要である。また有効濃度域と中

いる医薬品も少なくなく， それらの血中濃度から得られる情報をも

とに， 個々の患者に対し， 最も有効な薬の投与方法を設定するため

の学習をする。

「臨床薬剤学」 高田昌彦他著（南江棠）

〈第2版〉 「臨床薬物辿度論序説

験I 定期試験： 7月

変ノ’ー

II （生物薬剤学）， 薬物代謝， 病態

識を有することが望ましい。

が接近して

茂著（医出土出版）

「マイコンによる薬物体内勁態解析江J I日1詞 盾著（閲江堂）

7. 成績評価 I 出席および定期試験により総合的に評価する。

初治療学の知
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